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研究分野：総合領域 

科研費の分科・細目：情報学・知能情報学 

キーワード：計測工学，情報システム，数理工学，統計力学，ネットワーク 

 
１．研究計画の概要 

(1) 本研究では，計測ノイズが存在し，かつ
ネットワークの全データ転送率が一定にな
るという現実的制約のもと，センサーネット
ワークに内在する情報理論的「トレード・オ
フ」をシステム科学的立場で分析する． 

(2) そして，これら外部要因に対する最適応
答としてシステムの分散化レベルを適応的
に決定するための汎用公式を導出する． 

２．研究の進捗状況 

(1)乱数列以外の任意のデータ系列を情報理
論的限界の近傍にまで圧縮する符号化の方
法の開発は困難になっている． 

(2)大偏差理論のアプローチを取ることによ
って，任意のノイズレベルで最適なデータ圧
縮率を近似する公式を得た． 

３．現在までの達成度 

①当初の計画以上に進展している。 

（理由）帯域が発散する極限を考えること
によって，ノイズレベルに対して最適なデー
タ圧縮率を算定することができた． 

４．今後の研究の推進方策 
(1)不可逆データ圧縮技術の実用的研究． 
(2)最適データ圧縮率の近似の厳密化． 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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